
2020年度の診療報酬改定で新設
地域における継続的な薬学的管理指導を支援
するため、入院前と処方の変更や中止があった
患者に対し、従来の退院時薬剤情報管理指導料に
加え、保険薬局に対し患者の入院中の状況を
文書により提供することで算定できる

当院では新設直後の2020年4月より
算定を開始しています

【退院時薬剤情報連携加算】



《病院薬剤師》

【退院時薬剤情報連携加算の流れ】

《院外薬局薬剤師》

・薬剤管理サマリー
・薬剤管理サマリー
返書用紙

退院日に薬局にFAX

or

患者が直接持参

・薬剤管理
サマリー返書

病院にFAX



【薬剤管理サマリーレイアウト】

主な記載項目
・基本情報
身長、体重、体表面積、
服薬状況（アドヒアランス、配薬方法、
投与経路、管理方法、入院前管理者）

・副作用発現歴、アレルギー歴
・OTC、サプリメント
・検査値（肝・腎機能、その他）
・入院時持参薬、退院時処方
・特記事項（処方変更や追加の理由、

指導における注意点等、
上記以外の申し送り事項）

日本病院薬剤師会の「薬剤管理サマリー」
を参考にし、MedicalDatabase社の「Cp Map 

Web!」用い、記載項目・レイアウトを作成



【薬局管理サマリー返書レイアウト】

特別な連絡事項がなければこちらにチェックを
付け、病院薬剤師の申し送りに対し有用で

あった事項を記入して下さい

薬局さまへ
お忙しい中恐縮ですが、チェックを付けて
返信だけでもしていただけると、届いたか
確認できるため助かります。



薬局から報告・質問がある場合はこちらに
チェックを付け、具体的に記載して下さい
その後病棟薬剤師から回答を行います

【薬局管理サマリー返書レイアウト】



【当院の主な加算の対象患者】

服薬アドヒ
アランスに
不安がある
患者

抗癌剤の

初回投与を
行った患者

麻薬を入院
中に導入し
た患者

その他、在宅訪問薬剤指導が行われている
患者等、こちらが必要と判断した患者に
算定を行っています


